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 やさしさをもち、たくましく生きる子どもの育成 
 
○ め ざ す 子 ど も 像  
・ 自 分 も 他 人 も 大 切 に し 、 仲 間 と と も に 高 ま る 子 ど も  
・ す す ん で 学 び 、 主 体 的 に 考 え 判 断 す る 子 ど も  
・ ね ば り 強 く 最 後 ま で や り ぬ く 子 ど も  
・ 健 康 で 安 全 な 生 活 の で き る 子 ど も  

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について 

 

 

 

 

 

１．教科に関する調査結果の概要 

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する調査結果の概要 

 

・読 書に 親し んで い る児 童の 割合 は全 国 平均 より もや や多 い。

これ まで 読書 活動 に 取り 組ん でき た成 果 のひ とつ では ない か

と考 える 。  

・学習習 慣と して は ，宿題 はす るが 自分 で 計画 を立 てて 勉強 を

して いる 児童 の割 合 が全 国平 均よ りも か なり 低い。学習 規律 の

徹底 や家 庭学 習の 取 り組 ませ 方に つい て，職員 の共 通理 解と 学

年に 応じ た系 統的 な 取り 組み の実 施が 必 要で ある 。  

・学校 での 学 習で，課 題に 進ん で取 り組 む こと や，話 し 合い 活

動を 行っ て自 分の 考 えを 深め たり 広め た りし てい る割 合は 全

国平 均よ りも １０ ポ イン ト以 上低 かっ た。興味 関心 の持 たせ 方

の工 夫や ，学 習形 態 の工 夫な どの 授業 改 善が 必要 であ る。  

３．調査結果から明らかになった課題解決のための重点的な取組 

 ① 教科に関する取組（全校で・学年で・学級で） 

 

 

 

 

 

 

② 家庭生活習慣等に関する取組 
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1.2
生活習慣

規範意識

自尊感情・夢・目標

学習習慣

読 書

学校での学習

カテゴリー 学力 調 査の分析 （傾 向 や特 徴） 全国 平 均 正 答 率 との比較  

国語Ａ 

基 本 的 な 学 習 の 定 着 の た め に ，ま ず は ，繰 り 返 し の 漢 字 の 練 習 ，読
書 ，辞 書 を ひ く 等 の 基 本 的 な 学 習 を 繰 り 返 す 必 要 が あ る 。ま た ，ロ ー
マ 字 の 読 み 書 き も ，当 該 学 年 だ け で な く ，パ ソ コ ン で の ロ ー マ 字 入 力
等 で ， 慣 れ 親 し ま せ る 必 要 が あ る 。  

下回っている 

国語Ｂ 
目 的 や 意 図 に 応 じ て ，複 数 の 本 や 文 章 な ど を 選 ん で 読 ん だ り ，資 料

を 基 に 自 分 の 考 え を 書 く 力 に 課 題 が あ る 。長 文 に 慣 れ 、ど こ が 尋 ね ら
れ て い る こ と か 、 必 要 な こ と は 何 か を 判 断 す る 力 が 必 要 で あ る 。  

下回っている 

算数Ａ 

基 本 的 な 計 算 力 に つ い て は ， 取 組 の 成 果 が で て い る よ う で あ る が ，
除 数 が 少 数 の わ り 算 や 分 数 の 計 算 は 繰 り 返 し 練 習 し ，定 着 を 図 る 必 要
が あ る 。単 位 量 あ た り の 大 き さ は ，関 連 す る 単 元 で し っ か り 押 さ え 習
熟 を 図 る 必 要 が あ る 。  

下回っている 

算数Ｂ 
問 題 の 意 味 を 考 え ，求 め る 解 の た め に ，ほ か の 必 要 な 情 報 を 判 断 し

特 定 す る こ と に 課 題 が あ る 。資 料 の 読 み 取 り や ，資 料 か ら 問 題 を 解 決
す る め に 必 要 な こ と を 判 断 す る 力 が 必 要 で あ る 。  

下回っている 

   きよみず 

 文 部科 学省 によ る 「全国 学力 ・学 習状 況調 査」に つい ては 、平成 ２８ 年４ 月１ ９日（ 火） に、 ６年 生を 対象
とし て、 「教 科（ 国 語・ 算数 ）に 関す る 調査 」と 「児 童質 問 紙調 査」 を実 施い た しま した 。  
 こ の度、 本年 度の 調査 結果 を分 析し、 今後 の取 組に つい て まと めま した ので、 お知 らせ いた しま す 。学校 の
現状 を知 って いた だ くと とも に、 ご家 庭 での 取組 の参 考に し てい ただ きた いと 思 いま す。  
 学 力の 定義 や捉 え 方は 様々 であ り、一 概に 論じ るこ とは で きま せん。 この 学力 調査 もそ のと きの 学 力の 一部
分を 表し てい るに 過 ぎま せん が、こ の結 果も 客観 的な 指標 の 一つ であ ると 考え ま す。本 校で は調 査結 果も 重視
し、今 後も 効果 的な 指導 や学 力向 上に つ なが る教 育活 動が 実 践で きる よう に努 め てま いり ます。 ご家 庭で も家
庭学 習チ ャレ ンジ ハ ンド ブッ クな どを 参 考に され 、お 子様 の 学習 をご 支援 いた だ けま した ら幸 いで す 。  

◎ 学 力 向 上 の た め の 特 設 時 間 の 実 施  
・ 火 曜 日 と 木 曜 日 の 朝 の 活 動 を 「 学 力 チ ャ レ ン ジ タ イ ム 」 と し ， 特 に 木 曜 日 は 学 力 ア ッ プ の た め の 「 ぐ ん ぐ ん タ

イ ム 」 と 銘 打 ち 全 校 一 斉 に 算 数 の 基 礎 練 習 問 題 に 取 り 組 む 。 学 習 し た も の は ， 各 自 の フ ァ イ ル に 記 録 さ せ ， 伸
び を 実 感 さ せ る 。  

◎ 子 ど も の 理 解 を 深 め る た め の 授 業 づ く り  
・ 課 題 解 決 の 進 め 方 や 話 合 い の 仕 方 な ど 「 学 び 方 」 の 指 導 を 継 続 的 に 行 う と と も に ， 書 画 カ メ ラ や 電 子 黒 板 等 の

デ ジ タ ル 器 機 お よ び デ ジ タ ル 教 科 書 等 を 活 用 す る こ と で ， 学 習 中 に 子 ど も た ち の 視 線 や 意 識 を 集 中 さ せ た り ，
学 習 内 容 の 理 解 の し や す さ に つ な げ た り す る 。  

◎ ｢書 く ｣こ と を 習 慣 化  
 ・ 学 習 の 中 で ， 自 己 の 考 え を 決 め ら れ た 時 間 に ま と め ら れ る よ う に 書 く 習 慣 を つ け る 。  
 ・ 学 習 の 最 後 を ｢振 り 返 り タ イ ム ｣と し て ､振 り 返 り を 書 く よ う に す る 。  

◎ 家 庭 学 習 の ス タ ン ダ ー ド 化 (時 間 、 学 年 別 ・ 教 科 別 内 容 ) 
・ 家 庭 学 習 時 間 の め や す を （ 学 年☓１ ０ 分 ） 程 度 と す る 。  
・ 校 内 で 作 成 し た ｢家 庭 学 習 の 手 引 き ｣に つ い て 通 信 や 懇 談 会 等 で 知 ら せ る 。  
・ 懇 談 会 や PTA理 事 会 な ど の 機 会 に ｢家 庭 学 習 チ ャ レ ン ジ ハ ン ド ブ ッ ク ｣を 活 用 し ，家 庭 学 習 の 意 義 や 取 り 組 み 方

な ど に つ い て 伝 え る 。  
◎ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の 課 題 と 取 組 等 を 保 護 者 へ 周 知  
・ 児 童 質 問 紙 の 内 容 で 重 点 的 に 取 り 組 む も の を 抜 粋 し て ， 全 児 童 に ア ン ケ ー ト を 実 施 す る こ と で ， 課 題 を 明 確 に

し ， 職 員 の 共 通 理 解 の も と で 課 題 解 決 に 取 り 組 む 。  
・ 学 校 だ よ り や 学 校 HP， 家 庭 教 育 学 級 等 で 結 果 と 取 組 を 説 明 し ， 家 庭 と 連 携 し 協 力 体 制 を 整 え る 。  


